
イオンな入によって発生†ぅ格子欠稲分布の理論1り考察

東京工大・ェ学部
古 l:1 静

石 原

またがき イオン症入によって鷲生する行子実「iB介 牟を抹口ることは.デ ′ヽイスの
性lEに 対する穴静そヤl自 身の影響 ,あ るいは下札物 o増速拡散へ0欠 7raの 影管なこ
と考察する疎 、大変奎Tと 考えb ψlる 。わ llゎ れは.入 射ィォンおよnS・ 格子点畜フト
れに基根原子oエ ネルギー介キょり格子欠舶分不古辞鶴曲りなオ六で求め、Siに 対す
るSb(50 kev)の 場合について、聞判山回 の限界注入量がЮ=S、2,欠 陥最大曽友が不租
物最大きたまでの距離 0和 z/3の 前に生じる等の釉識)ど 得 eの で報宙する。

ンと基板 塁≧二三二二上二二■里■  貪量M:,原 子春号Zl,

0原 子Aか もIネ ルキ`一EO,街宍野警数Pで ,M2,Z2の 原子Bと 衝尺寸百場合きでえ
る。Aは 入射ィオンなるいは術子点よリタト颯こ菫根原子に相 当する。文割は1)と 同様
な手本で、相■(Tmお デンシャルとして式(l)tlュ 定すると7)Pと 、衛史後のAo工
ネlbギ ーEl,お ょ否BO得 るェネ |し ヤーヤ (=E.― El)と の向12は 、大 式か成 りにつ.
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ここで,==学 宙電荷 ,C=2.7133,3。 =賞 曽0誘電 (回‐1)原子Aと 基↑反凛手Bと
芋:a=o、 33,3 aO(z♂た十zξ

狛
)~1/2,亀 =Bc血 十径 ,■   .?葡 史・

=4・ H:。
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・EO/(M:十 M2)2,C`=0.88,3・ e・CE,CF=4T■ ao M2/Z・ 72・ 72(M:十 日2)で なう。

基根層了″1格
子点かb外 ↓t否 のにlμ をなエネlじ ヤ・―t Tdと する.Tン Td古 満C†

有効衝突断面積 Qは 、す139で T=■ とお
=、

・式(2)に 代入することによりEo nみ で宙
史径叡 Pが 友ゎさitる から,亀 =To F と問単になまる。 lた がって、BO等価最
血書原子向扁Dtbヒ すると、一回の衛史により都千点をタトllる 事板源 手の挙生ギ
はqKEc)/π 。げで与えb ltる 。ま●、そnェ ネルや.一

介をは,衝 突堡叡がPと PttdPに

市ひ確キ 21PdP/1・ b2左 Tで 表τ見することにより求まる。式(zl(31古 同ぃて、結局 I不

じギー分布は3マ 式で与えしヤlも .
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・・ で、119tT)lT=δ d/1ド となる。式141は 原子Anエ ネLヤ 一`か存〃ドルス状 ,す

宙わち、最初 A声 入睛の場合である。一般にAn Iネ |し ャー分布〃・f(F)で 与えb

ψtる 場合は.●alE)/Tb2ぉ ょ■、式t41と f(F)と の積きFに 閃して積介することによ
り、全体の格子欠rrBの 発生雫、おヽまnt・ 、格子点をタト↓lに 原子∩エネ|し ギ一`分キ″求
まる。一方、原子Aに 看日して、衛史律のAの I不 |し や一分猾古求43場合、セ介
人

=な
衝突各数に対しても、Aと Bと n相 互作用か

｀
存在し、計学だ困難になる。
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そヱで、Pく bに つぃて式 (2)・ (3)古 同ぃて、ェ事′しや一分■∩紀)す伯古言1嘗 し、P〉 ら
o衝突t2よ る工下lし キ一`傾史は L嫌武価 d等 だ行っこAと 同様な方法で〒tワィLじ

2:P

≦bo場合 |=求 まるI不 ルギー介キを補正しこ 。

る手モ髯竃ギ畢等評ち合liFf:Oιlel罫彗轟1句

lasbl:亀ンを注入する
::?ど

考ぇ…………H… い一Ⅲ丼円興
中
Ю
、 R=200Å0短縮のため、5原 子月ご`とにヽヽ を求める事に1

る。また、Td=25c Vと し、はじを出さψl F sI原 子の

工不|し ギーは、与えЬ ψl「 エネ)し ギー丁よりTdげ け
―様に尋ウ しているとでえる。ι人上 n様 な、モァlL

と限定で、 B原 子に手たしψtる I不 |し や一`丁 と 、そ
の介ゃo群:キ と、″奎燿町宋りξttn tバ ラメータにし
て示しこのが図-2でなぅ。)ヤ 散か'士 うにつψt、 与え
b ψtる I不 |し ゃ`一は亀)牧に低し、ォに初7る のか示さψt
てし`も。 まに、11園 0オ 入イ

個 の欠陥数 を喬生するの力ゝ古

同図で n・ 1は Sbィ す ンによる

著出さ寸|「 翫原子による向賛

の図か し、n=3ぐ Ъぃまでで
こ0方 法で求めたsbィオカ 不絶物分布ぉょム播子欠
而介布 (国

‐30猪介値 )t反卜4に 示す。縦軸は xN口 (

■/cm3)で 示 しておる。

図-3

箱 呆の検討  囲14か し①朴手欠ll■ 密慮か最大 となる深さは .不 種物分布だ最大と
なる深 亡o和 2/3で 布 3。 o欠 陥宕度か基板原 子轄左 と等 しくなる状た 茎んぃ山脚

格子欠FE濃え¬
01大 亀と考え、イオンIT込 宅k密 求める

とNE==、7X10に lB/cm2 ヒなり.Sb蜘同
→S10t諭むtヱ 実馬主的t■ 得L寸1に Ю・ 聯
にれく一致する?■Э Iィ固o Sbイ ォンは直

貸 100個 経度 の欠raし か作しないか 、

全体では 1700個 0欠 陥t作 る。と言える。

あとがこ λ用ビォンおよ警椅1愚 を

タト|に 基相源 手の工不lし ヤートヽ に基

づいて基板中の命子欠陥分布t求 めに。

本オ法は、椛圧里T見象のIE握 か容易とい

う竜味で、モンテ・カルロ)六ギらtす ぐ1し

てしヽる面ともつと考ぇる。なお、現在

理論栓証のこめの実験帝備†で右ろ.
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.Sb→ Si

(50K州 )

N口 :(cm~2)


